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清田区は札幌市内で唯一、地下鉄やJRの駅がない区であ
るため公共交通が不便だと感じられることがあるが、本当に
そうなのか気になったから。

2.仮説1.動機

3.現状

清田区の交通は、地下鉄やJRの駅がなく天候や混み具合で時間
が左右されやすく、昨今のバス運転手不足で減便が続いているバ
スに頼り切っているため不便である。

清田区には周辺の地下鉄駅へ向かう多くのバス路線があり、多くの区民が
バスを利用している。また多くの区民がバスの不便を訴えている｡

4.考察

6.出典

5.提案

札幌市(2023)「区別の概況資料」札幌市、https://www.city.sapporo.jp/sogokotsu/kokyokotsukyogikai/documents/kokyokotsukyogikai4-5.pdf
札幌市(2020)「第五部　通勤・通学人口及び移動人口」札幌市、https://www.city.sapporo.jp/toukei/kanko/documents/r3idokaisetu5.pdf

利用交通手段が一種類の場合、バスの利用割合は南区についで高く、利用
交通手段が二種類の場合、バスの利用割合は最も高い。

清田区には地下鉄やJRの駅がなく、公共交通機関をバスに頼ってしまっており、減便等により市民からも不満が出ており不便
だと考えられる。

PTPS⋯バスを検知するセンサーとバスに搭載された専
用装置で通信し、信号の制御を行う。

名古屋に設置されているセンサー

「清田区民のバス路線への自由意見」（札幌市(2023)「区別の概況資料」）

札幌市10区のうち、清田区は最もバスの便数が少なく、
便数の最も多い中央区とは4.5倍以上の差がある。

今より利便性を向上させるため、区の中心部に位置し多くの
人が訪れる清田区役所に、これまで通っていなかったバス路
線も集約し、清田区役所を中心としたバス路線網を整備すべ
きだと考えた。
これにより、乗り継ぎ場所が集約され、区外や区内へ移動し
やすくなるなど、利便性の向上が期待できる。


